
効 果

■一つのレーザー光を、複数の２nではないレー
ザーに振り分けることができる。

■光スイッチと励起光結合部が一体であり、省ス
ペースを実現。

■構造が非常にシンプルで作製プロセスが容易で
ある。⇒ 安価に提供、ディスポーザブル可能。

レーザー発光装置

～熱光学効果と導波路漏洩を利用したレーザー励起スイッチ～

技術分野

一つのレーザー発光装置で、異なる波長のレー
ザー光を切り替えて出力することのできるレー
ザー発光装置に関する。
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技術概要

■シンプルな構造で、従来困難であった波長の異
なるレーザー光の切り換えを容易に行うことが
できるレーザー発光装置を提供する。

■励起光の伝達方向とレーザー発光素子の方向も
自由に選択できる。

■上記の機能を有するにもかかわらず、安価に製
造することができ、コストの面からも１回利用
を想定したレーザ発光装置を提供する。

■加熱電極を担持する電極用基板と、電極用基板
上に配置されて励起光を伝達する光導波路層と、
光導波路層上に配置される障壁層と、障壁層上
の所定位置に配置される少なくとも２つのレー
ザ発光素子とを備え、障壁層は光導波路層及び
レーザ発光素子の材料よりも屈折率が小さく且
つ光を透過させる材料から構成され、加熱電極
は、各レーザ発光素子にそれぞれ対応する位置
に配置されている。

期待される産業上の利用分野

・バイオセンサー、光学センサー
・固体色素レーザーを組み込んだ装置
・使い捨てマルチレーザースイッチ

・簡易蛍光ディスプレイ装置

背景・従来技術

従来のレーザ発光装置では、励起光導入手段
からレーザー発光素子までに複数の分岐部を設
ける必要がある。そして、光の伝達効率を考慮
した場合、分岐部の分岐角度はそれほど大きく
することは現実的では無い。このため、励起光
導入手段からレーザー発光素子までの間の寸法
を短くすることには自ずと限界があった。この
ことは、レーザー発光素子自体の小型化を進め
る上では大きな障害となる。特に、出力したい
波長の数を増やすほど小型化は困難となる。

また、分岐部は光導波路を２方向に分岐させ
るものであるため、波長の数としては２のｎ乗
に限定されてしまい、波長の数を柔軟に選択す
ることが難しい。また、励起光は分岐部におい
て減衰してしまうため、励起光が通過する分岐
部の数が増えるほどエネルギー損失が大きく
なってしまう。更に、レーザー発光素子自体は、
光導波路に沿った方向に設置する必要があり、
レーザー光の照射方向の自由度が著しく低い。

レーザー発光装置

バイオチップに組み込んだ時の例
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